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協議の経過 

北村委員長が開会を宣告し、会議成立宣言の後、直ちに議事に入り「令和２年度職員

採用について」の報告を受け、協議会を閉会した。 

なお、詳細は以下のとおり。 

 

開会 午前10時35分 

 

◎北村勝委員長 

ただいまから総務政策委員協議会を開会いたします。 

本日の出席者は、全員でありますので、会議は成立しております。 

本日御協議願います案件は、報告案件として「令和２年度職員採用について」であり

ます。 

 議事の進め方につきましては、委員長に御一任願いたいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

◎北村勝委員長 

御異議なしと認めます。そのように取り計らいをさせていただきます。 

それでは、「令和２年度職員採用について」を御協議願います。 

当局からの報告をお願いします。 

 総務部長。 

 

●江原総務部長 

 委員会終了後に協議会をお開きいただきまして、誠にありがとうございます。案件につ

きましては、ただいま委員長から御案内のとおりでございます。 

それでは、担当課長から御説明申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

「令和２年度職員採用について≪報告案件≫」 

 

◎北村勝委員長 

 職員課長。 

 

●上田職員課長 

 それでは、令和２年度職員採用につきまして、御説明申し上げます。配布資料を御覧い

ただけるでしょうか。 

職員の採用につきましては、「伊勢市職員の定員管理の基本的な考え方」を定員管理の

基本としながら、令和元年度中の退職者数を考慮して、令和２年度の採用者数を決定して

おります。表につきましては、消防・病院採用を除く令和元年度における退職者数の見込

みと令和２年度の採用予定者数を職種別に記載しております。 

退職者数は、計25人で表の欄外に記載のとおり、17人の定年退職のほか、早期退職希

望者６人、普通退職２人を見込んでおります。それに対して、33人の採用者を予定してお
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ります。 

採用予定者の職種別の内訳でございますが、事務職が18人、事務職の障がい者枠が１

人、これは、身体障害者・知的障害者・精神障害者を対象とするものです。続いて、技術

職が４人で、内訳といたしまして、土木が１人、機械が１人、電気が１人、建築が１人で

ございます。続きまして、保育士が４人、言語聴覚士が１人、技能労務職につきましては

５人としており、内訳といたしましては、小学校・保育所の調理士１人、清掃・道路維持

管理業務などを行う業務員を１人、配水管・給水管等の維持管理業務などを行う技能士３

人の採用を予定しているところでございます。 

採用予定年齢につきましては、事務職、技術職、保育士、技能労務職が幅広く人材を

求められるようにするため、平成 30 年度実施の採用試験と同様、34 歳までと考えており

ます。事務職の障がい者枠と言語聴覚士につきましては年齢の枠を広げ、39 歳までと考

えております。また、消防につきましては、本年度、退職者がございませんので採用はし

ないものと考えております。 

なお、募集人数につきましては、すべての職種につきまして、普通退職者の増加等に

よる不測の事態も考えられますことから、それぞれ「何人程度」と考えております。 

以上、令和２年度職員採用についての御説明とさせていただきます。 

何卒よろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

 

◎北村勝委員長 

 本件は、報告案件でございますが、特に御発言がございましたらお願いします。 

 

◎北村勝委員長 

 吉岡委員。 

 

○吉岡勝裕委員 

 少しここで聞かせていただきたいと思います。昨年もちょっとここで質問をさせていた

だいたことではあるんですけども、表を見させていただきまして、事務職４人の退職に対

して18人も、14人も採用を増やしたいということであります。昨年も聞かせていただいた

ところ、国体の関係を主に人材を育成したいということで、お答えをいただいておりまし

たけども、今年度についてもどのような形なのか、少しその辺をお聞かせいただけますで

しょうか。 

 

◎北村勝委員長 

 職員課長。 

 

●上田職員課長 

 吉岡委員おっしゃるとおり今年度の募集のほう、18人の予定をしています。その中でも、

主な要因といたしましては、来年・再来年度に行われる国体に向けて、いよいよ来年度に

体制を作るという形の中で、募集のほう、人数のほうがふえているということでございま

す。 
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◎北村勝委員長 

 吉岡委員。 

 

○吉岡勝裕委員 

 はい、わかりました。ありがとうございます。今、国体の部署におかれましては、学校

の先生方等も応援に来ていただいて、たくさんの人員が配置されているようになってまい

りました。令和３年度、2021年の国体に向けてということではありますけども、この国体

の部署の総人数、どれぐらいの人員を配置する予定をしているのかお聞かせいただけます

でしょうか。 

 

◎北村勝委員長 

 職員課長。 

 

●上田職員課長 

 今年度は、今28人体制ということになっておりますけども、令和２年度には50人程度の

体制ということで予定をしています。 

以上でございます。 

 

◎北村勝委員長 

 吉岡委員。 

 

○吉岡勝裕委員 

 はい、わかりました。たくさんの人を配置をしていただいて、しっかりとした万全の体

制をとっていただきたいとは思いますけども、国体、先ほど言いました令和３年度の秋に

は終わろうかと思います。すぐにいっぺんにゼロにはならないとは思いますけども、この

約50人の方がそれ以降の年度については、どのような形でなっていくのか、また、この年

以降、来年もそうですけども、採用計画がゼロ、不補充になっていくのかどうか、その辺

はどのように考えているのか聞かせていただいていいでしょうか。 

 

◎北村勝委員長 

 職員課長。 

 

●上田職員課長 

 当然、この数年、国体の分ということで事務職の職員の人数を採っておりますけれども、

将来に向けて退職者もおります。その分そこでですね、ある程度の数のほうを抑制しなが

ら、しかしながらやはり、年代・年齢ということも考えながら採用のほうは考えていきた

いと考えております。 

以上でございます。 
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◎北村勝委員長 

 吉岡委員。 

 

○吉岡勝裕委員 

 その辺、再任用の方もそうですけども、臨時・嘱託さんの仕事の割り振りも考えて、定

員管理計画、また採用計画をしっかりしていただいて、あの時にたくさん人を採ったので

人件費がかかるというふうなことのないようにしっかりと計画を立てていただきながら、

人員配置のほうをお願いし、また国体に向けてしっかりとした対応をお願いしたいと思い

ます。 

以上で終わります。ありがとうございました。 

 

◎北村勝委員長 

 よろしいですか。 

鈴木委員。 

 

○鈴木豊司委員 

 一点だけ確認させてください。技能労務職９人減になっておるんですが、この９人減の

三つの職種別の人数を教えてもらえないですかね。 

 

◎北村勝委員長 

 職員課長。 

 

●上田職員課長 

 今回、退職者数のほうが技能労務14人の退職者がいますけれども、その中で、調理師が

１人退職でございます。それに対して１名補充、退職補充のほうをしております。それか

ら、上下水道のほうでいわゆる技能士が３名退職をしておりまして、それに対して３名の

退職補充ということになっております。それから清掃課、清掃職場で今回８名、学校職場、

学校業務員で２名の退職がありまして、それに対して１名の募集という形をとらさせてい

ただいております。 

以上でございます。 

 

◎北村勝委員長 

よろしいですか。 

他に御発言はありませんか。 

 西山委員。 

 

○西山則夫委員 

 報告案件ですので、あまり深く質疑する気はないんですけど、民間の保育所・幼稚園を

含めてですね、今、こども園になっているところもあるんですけども、保育士を希望され

る方々が少なくなって、私立のほうでも確保に大変苦労されているというようなことをお



 5 

聞かせいただいているんですが、市のほうで、市の保育所現場の実態は採用計画には出と

るんですけど、どのように考えておられるのか、少しお聞かせをいただければというふう

に思います。 

 

◎北村勝委員長 

 職員課長。 

 

●上田職員課長 

 確かに、委員仰せのとおり、保育士の希望者が少なくなっている部分はあるかと思いま

すけれども、我々としましては、まず正規職員で必要な部分、クラス担任ですね、そちら

のほうは保育士でということで思っておりますので、そのほうへの採用はさせていただき

ますし、また当該課、こども課のほうでも保育士確保に向け、各学校への募集への周知、

その辺は民間それから伊勢市含めてやっていくものと考えております。 

以上でございます。 

 

◎北村勝委員長 

 西山委員。 

 

○西山則夫委員 

 ありがとうございました。確かに実態はそうなってきておるんでね、特に子供たちを預

かる職場ですから、きちっと行政としてもあるいは民間との協力も得てですね、やっぱり

そういった体制を敷いていく必要があろうかというふうに考えておりますので、引き続き

、この問題については中身まで議論する気はありませんが、ぜひそういった体制を敷いて

いただくように今後、十分留意をされて取り組まれたいと思います。以上です。 

 

◎北村勝委員長 

よろしいですか。 

他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎北村勝委員長 

御発言もないようですので、本件については、この程度で終わります。 

以上で、本日御協議願います案件は終わりましたので、これをもちまして、総務政策委員

協議会を閉会いたします。 

 

閉会 午前10時46分 

 

 


